
と
な
り
、
苧
保
九
年
金
仰
に
診
。
、
前
を
以
て
n
皿
も

顕
れ
た
o
貸
出
川
凶
年
五
且
二
J
I
凶
円
問
問。

山
川
知
川

部
副
に
そ
の
川
副
都
世
相
組
め
て
、陸
相
仰
飾
品
加
と
B
n
，つ
け
た。

ミ
ヤ
マ
ル
宮
丸

石
川
榔
山口川
郷
に
印
す
る
部

町
問
。
白
永
誌
に
、
こ
の
村
領
の
巾
に
中
山町内'と
い
ふ

所
が
あ
っ
て
、凶
本
四
悦
の
居
跡
で
あ
る
と
犯
す
る
。

Z
ヤ
マ
ル
シ
ョ
ウ
宮
丸
庄

石
川
加
に
在
っ
た
。

平
家
物
掛
川
山
利
伽
総
合
般
の
僚
に
、『
木
位
殿
や
が
て

そ
こ
に
で
訴
枇
へ
制
領
を
よ
せ
ら
れ
け
る。

白
山
の

一位
へ
は
よ
こ
江
・
2
丸
二
，

mの
庄
を
き
し
ん
す
。
』
と

見
え
る
。
後
附
宮
丸
村
が
あ
る
。

ミ
ヤ
マ
ル
ホ
宮
丸
保

有

川

加
に
在
っ
た
。

白

山
富
班
脱
税
中
記
録
ぷ
隊
二
年
九
月
の
僚
に
は
、『
白

山
跡
則
(
依
御
供
出
訴
訟
、
枇
官
斗
し
て判中

M
m拙
る
。

中
町
。
敦
抗
出
ま
で
都
阪
上
之
山
崎
、
中間
O
J
t
A

刑
六

日
巾
時
木
批
お
入
る
o
n坦
印
一
一
ヶ
保
之
訴
訟
之
内
、

宮
丸
保
副
家
役
付
之
政
也
。
』
と
あ
る
。
後
川
中川山
丸
村

が
あ
る
。

ミ
ヤ
ム
ラ
イ
ソ
ベ
ジ
ン
ジ
ヤ

宮

村

陥
部
紳
社

江
出
部
宮
一
に
銀
座
す
る
。
石
協
諮
仰
と
開
削
し
た
こ
と

も
あ
り
。
本
山
町
な
く
、
石
を
以
て
柳
川
と
す
る
。
式

内
問
守
山
由
枇
記
に
、『
宮
村

.h
m耐
刷
。
式
内

一
座
。
宮

村
銀
座
。
今
抑
制
¥
夫
榊
↓
以
v

右民-一
耐
間
一
或
去
祭
榊

櫛
日
方
命
。
』
と
見
え
る
。
口
出
併
に
、
中
古
初
版
樫
減

し
て
居
た
の
で
、
白
隠
八
年
一一τ月
十
五
日
制
邸
の
鋲

座
す
る
大
石
の
上
に
之
を
這
立
せ
ん
と
し
た
が
、
風

雨
前
喝
の
お
に
泉
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
乃
ち
制
限
に

同
は
ぬ
の
で
あ
る
と
し
て
止
め
、
附
竹
起
を
外
側
と

し
て
今
に
京
っ
た
。

こ
の
爺
石
の
中
に
榊
石
綜
の
滋

石
が
あ
る
と
砲
し
で
あ
る
。

ミ
ヤ
モ
ト
ヤ
ガ

マ

宮

本
屋
窯

江

m
m山
代
に

在
っ
た
青
山
底
体
お
術
門
絞
径
の
陶
即
日
引
を
、
天
保
六

年
宮
本
尽
字
右
衛
門
が
鋭
受
け
た
も
の
そ
い
ふ
。
乎

ミ
ヤ
ー
ー
ミ
ヨ

右
衛
門
弘
化
二
年
六
月
引
七
日
夜
L
、
弟
理
右
衛
門

裁
を
融
制
い
だ
が
、
安
政
六
年
三
且
七
日
亦
裂
し
、
鈴

に
衰
勢
に
陥
っ
て
之
を
隠
し
た
。
宮
本
民
附
酬
の
製
品

は
自
般
で
、
赤
色
金
彩
の
釧
摘
を
中
山
と
し
、
陶
工
飯

川
原
八
郎
右
衛
門
が
之
に
従
郁
し
た
か
ら
、

一
に
俄

m展
黙
と
も
い
は
れ
た
。

ミ
ヤ
モ
ト
ヤ
リ
ハ
チ

宮
本
屋
理
八

宮
本
昼
間
耐

を
純
怨
し
た
字
右
衛
門
の
子
で
、
多
く
の
記
録
に
は

利
八
と
告
か
れ
る
。
肉
祭
の
初
期
間
代
、
山
代
に
在

っ
て
専
ら
郡
出
力
し
た
の
は
理
入
で
あ
る
ら
し
い
。
茨

保
八
年
五
且品川
五
日
夜
。

Z
ヤ
モ
リ
ホ
タ
ヨ
ウ

宮
森
北
禁
金
持
の
例
人
0

3
杖
の
後
を
受
け
て
百
鶴
間
を
綴
即
し
た
。
名
は
正

矩
。
新
m
t
m
に
住
L
て
唐
木
剣
工
を
営
み
、
明
治
三

イ
六
年
六
且
八
日
六
十
三
段
を
以
て
裂
し
た。

ミ
ヤ
ヰ
キ
へ

Z

宮
井
喜
兵
衛

金
子
十
兵
衛
の

子
。
氏
ゃ
い改
め
て
山
刑
制
利
家
に
仕
へ
、
総
加
明
と
も

二
百
石
に
主
っ
た
。
子
孫
相
酬
嗣
い
で期
間
に
仕
へ
る
。

ミ
ヤ
ヰ
シ
ゲ
ト
モ

宮
井
民
間

沼
抑
制
御
之
助
。

文
化
十
三
年
イ
二
月
父
柳
之
助
安
判
明
の
後
を
製
ぎ
、

食
仰
三
十
一
泊
依
で
定
需
品
V

士
と
な
り
、
文
政
四
年
五

四
川
を
加
へ

、
天
保
元
年
又
十
山間を
加
へ
、
六
組
御
歩

に
班
L
、
四
年
四

H
残
し
た
。
文
政
元
年
七
且
三
社

拙
裂
に
奉
納
し
た
録
制
聞
に
宮
引
光
開
門
人
泉
孫
左
衛

門
教
被
と
あ
る
光
岡
も
、
民
間
の
後
部
な
る
べ
く
、

叉
文
政
中
に
集
録
せ
ら
れ
た
る
三
州
釘
凶
問
答
集
に

富
井
持
務
V
〈
は
鋭
矩
加
と
あ
る
も
間
人
で
あ
る
。

ミ
ヤ
ヰ
シ
ゲ
ナ
ホ
宮
井
霊
直

週
明
桝
武
兵
衛
。

矢
恕
兵
衛
の
治
知
二
百
石
を
受
け
、
円以手
四
年
御
限

裕
行
、
元
政
三
年
江
戸
御
限
式
御
用
よ
り
衣
第
に
界

泌
L
、
政
一
向
.
石
を
加
へ

、
御
待
問
聞
に
}
甲
山
中
り
、
釘
永

苅
年
五
十
六
裁
を
り
て
波
し
た。

ミ
ヤ
ヰ
ジ
ユ
ウ
ベ
エ
宮
井
十
兵
衛

に
仕

へ
て
二
百
去
十
石
を
領
L
、
見
永
十
六
年
夜
。

子
十
兵
衛
の
時
か
ら
大
型
寺
務
径
と
な
っ
た
。

ミ
ヤ
ヰ
h
m
ロ
Z

モ
ン

宮
井
太
郎
右
衛
門

前
田

利
長
に
仕
へ

、
六
百
石
を
領
L
、
術
中
小
静
香
聞
に

任
じ
、
見
永
二
年
裂
し
た
。
子
孫
滞
に
悦
邸
す
る
。

ミ
ヤ
ヰ
ト
モ
カ
ツ
宮
井
友
勝

沼
務
長
磁
。
脱

は
鳳
民

o
m尽
を
牢
邦
和
明
に
朝日ひ
、
金
棒
鍛
冶
町

に
位
し
て
之
を
教
授
し
た
。
的
林
作
か
は
そ
の
家
塾
の

名
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
組
を
庄
滋
と
い
う
た
の
で
、

家
を
宮
庄
と
も
い
は
れ
た
。

子
友
班
、
後
に
岸
氏
を

白
L
、
友
腕
の
簡
を
問
問
ぎ
、
皮
肉μ
町
に
移
り
て
主
と

し
て
習
字
を
教
授
し
た
。

Z
ヤ
ヰ
Z
ツ
ト
モ
宮
井
光
同

』
ミ
ヤ
牛

ジ
ゲ

ト
モ

富
井
民
間
。

Z
ヤ
ヰ
ヤ
ス
ヒ
ロ

宮
井
安
泰

迦
椴
柳
之
助
。

脱
は
陥
畝
。
究
組
敏
悦
村
引
氏
に
竹
へ
た
が
、
安
務

は
=
一
地
統
鉱
訟
を
村
松
努
允
に
ハ¥ひ
、
傍
ら
天
文

・

地
即
応
泡
ず
る
を
以
て
、
天
明
五
年
十
且
滞
の
定
時
世

歩
に
召
出
さ
れ
、
食
時
三
十
五
仰
を
受
け
、
平
和
二

年
十
且
新
番
組
歩
と
な
っ
た
。
安
務
安
永
九
年
に
聞

郡
山
臨
郎
、
十
年
に
弧
矢
位
僻
術
、
天
明
三
年
に
=
一関川

袈
齢
、
六
年
に
部
段
式
餅

-m法
得
此
・鋭
短
元
法
別

榊端
、
七
年
に
民
法
m
嗣
挺
抄
弧
背
正
術
、
町
子
保
三
年
に

釘
顕
凡
例
を
若
し
、
叉
寛
政
四
年
以
降
明
倫
営
一
の
お

敏
郎
飽
を
勤
め
、
文
化
十
二
年
入
且
品
川
二
日
夜
。
石

黒
信
同

・
鵡
川
有
父
は
皆
そ
の
門
か
ら
出
た
。
安
泰

ま
た
易
と
言
明
則
の
尽
を
好
み
、
之
に
閲
し
て
棟
三
辿

援
の
一
析
が
あ
る
。

ミ
ユ
キ
ヅ
カ

御
幸
四時

能
業
部
今
江
開
に
在
る
。

能
撲
名
闘
志
に
、
花
山
法
長
が
行
脚
の
治
、
今
江
の

竪
に
行
宮
を
怨
み
給
う
た
が
、
そ
の
跡
を
御
幸
即
時
と

名
づ
け
た
と
あ
り
、
箆
永
聴
に
は
ま
た
、
こ
の
附
-
丸

な
る
玉
之
院
患
政
は
、
王
子
玉
之
院
が
三
年
間
住
L

た
所
で
、
折
節
御
幸
山
嵐
に
治
活
L
給
う
た
と
あ
る
。

い
づ
れ
も
同
一
系
統
の
仰
院
で
、
御
幸
四
慌
が
前
方
後

聞
の
古
加
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
北
陸
人
類

m合
志
に

印
刷
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。

、
ミ
ユ
キ
ヅ
カ
ジ
ョ
ウ

御
幸
塚
城

J
イ
マ
エ
ジ

ヨ
ウ

今
江
城
。

ミ
ユ
キ
パ
シ

御
幸
橋
江
川
山
川
助
椛
と
日
探
と

の
聞
に
、
長
さ
四
米
許
の
行
協
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

御
幸
郁
と
い
ふ
。
地
方
人
は
花
山
法
皇
巡
創
の
治
跡

で
あ
る
と
稽
し
て
ゐ
る
。

主
ヨ
ウ
ア
ン
ジ

妙
安
寺

河
松
山
古
屋
谷
に
在

っ
た
。

日
強
宗
に
日制
L
、
永
株
三
年
日
似
の

mー
で

あ
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
o

zヨ
ウ
ウ
ン
イ
ン
明
蓮

院

加

れ
務
組
前
川
利

家
の
側
妥
山
本
氏
の
法
制
。

ミ
ヨ
ウ
ウ
ン
イ
ン
妙
雲
院

加
れ
滞
引
第
三
代

前
川
利
市
の
側
室
で
、
後
続
院
本
保
加
布
衛
門
の
室

と
な
っ
た
鈴
木
氏
の
法

m
o
mし
〈
は
妙
辺
抗
日
中
払

諮
祭
大
姉
。

ミ
ヨ
ウ
ウ
ン
ジ

妙

雲
寺

際
総
軒
目
録
究
班
二

年
二
且
品
川
九
日
に
、『
加
賀
凶
妙
袋
寺
引
先
制
山
引
邸
、
公

文
御
利
被
泌
也
o
』
間
五
年
配
月
品
川
九
日
に
、『
加
到
凶

妙
主
寺
般
安
首
町
民
去
々
、
公
文
御
利
被
溢
也
。
』
附
年

十
二
且
十
九
日

に
、
『
加
賀
凶
妙
雲
寺
淫
承
首
座
一
古

々
、
公
文
御
利
被
滋
也
。』な
ど
ミ
見
え
る
。
妙
雲
寺

の
所
在
は
今
明
ら
か
で
な
い。

ミ
ヨ
ウ
ウ
ン
ジ
妙
雲
寺

金
制
叩
卯
反
に
在
っ
て
、

日
間
辿
宗
の
小
路
で
あ
っ
た
。
点
亭
二
年
の
訟
上
に
、

元
利
四
年
目
相
断
日
邸
附
お
と
あ
る
が
、今
は
無
い
。

ミ
ヨ
ウ
ェ
イ
ジ

妙
示
寺

能
楽
部
北
抽
出
引
に
在

っ
て
、
興
宗
烈
祇
に
闘
す
る
。

Z
ヨ
ウ
Z
イ
ジ

妙
策
寺

邸
主
榔
披
仙
山
に
在
っ

て
、
日
叩拠出荷
に
凪
す
る
。
文
明
十

一
年
印
刷
天
之
を
制

前
聞
利
家

八
二
九


